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民
族
掌
（の
人
々
（岡
附
太
郎
〕
三
七
〇
講
キ処
學
の
々
岡
田
工Ａ
昭
ｐ
一罠
一
の
科
學
が
そ
の
初
期
駿
達
時
代
に
逆
遇
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
障
碍
は
少
く
な
い
け
れ
ど
も
、
営
該
科
學
の
概
念
規
定
の
不
統
一
と
、
徒
つ
て
生
で
る
科
學
名
補
の
混
飢
と
は
確
か
に
此
等
の
内
に
数
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
然
し
民
族
學
倭
ビ
甚
だ
し
い
不
統
一
と
混
飢
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
科
學
も
具
に
稀
有
で
あ
る
と
言
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
而
し
て
概
念
の
不
統
一
が
完
全
に
克
服
さ
れ
た
と
は
未
だ
に
言
ひ
得
な
い
け
れ
一ど
も
、
此
庭
に
は
民
族
撃
の
概
念
乃
至
目
的
女
た
方
法
等
を
規
定
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
ま
た
科
學
見
と
し
て
の
そ
の
技
達
を
叙
述
す
る
こ
と
が
希
望
で
も
な
い
故
に
、
そ
れ
ら
の
斯
に
開
す
る
立
入
つ
た
記
載
を
行
去
必
要
は
な
い
。
如
何
な
る
人
々
を
目
し
て
「
民
族
學
の
人
々
」
と
角
す
か
？
を
豫
定
す
る
こ
と
が
困
難
―
―
と
云
ム
よ
う
も
一事
ろ
不
可
能
に
局
す
ち
の
は
如
上
の
理
由
に
よ
つ
て
で
あ
る
。
徒
つ
て
此
庭
に
は
一
般
に
人
類
寧
ま
た
民
俸
掌
ま
た
考
古
學
と
し
て
扱
は
れ
て
ゐ
る
部
門
の
人
々
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
業
蹟
が
、
文
字
を
有
し
て
る
な
か
つ
た
時
代
の
人
類
及
び
現
在
文
字
を
有
し
て
る
な
い
人
類
の
生
活
現
象
一
般
を
研
究
す
る
と
云
ふ
度
義
に
於
け
ち
民
族
畢
の
校
達
に
、
直
接
間
接
の
貢
献
を
お
し
た
と
忍
は
れ
る
人
々
は
ｈ
可
及
的
に
蒐
録
す
る
こ
と
に
し
た
。
本
稿
執
筆
の
底
本
と
な
つ
た
も
の
は
、
拘
じ
（埴
ゴ
）中
■
Ｆ
乳
いざ
ω
ｏ
ｏ【と
留
ゴ
一ｏ
以
で
あ
る
！。
本
書
は
昨
年
よ
う
刊
行
さ
れ
始
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
民
族
學
に
開
す
る
事
項
を
少
な
か
ら
ず
探
録
し
て
ゐ
る
鞘
に
於
て
有
盆
で
あ
る
然
ｔ
民
族
學
一
般
の
立
場
よ
う
見
る
時
は
、
Ｆ
こ
【還
■
惇
】輯
Ｇ
】母
や
畳
Ｆ
亀
刃
二
興
【骨
ｐ
■
問
，
８
に
地
し
て
，、些
か
遜
色
が
あ
る
や
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
唯
、
民
族
學
の
人
々
と
そ
の
文
献
に
開
す
る
記
載
は
…、
後
者
は
遂
か
に
前
者
に
及
ば
な
ヤ
。　
一
面
に
於
て
時
間
の
徐
裕
と
、
他
面
材
料
の
党
集
が
整
ひ
次
第
、
わ
た
し
は
瓦
謎
本
稿
を
整
理
し
て
、
寧
読
史
と
文
献
目
録
と
民
族
學
史
と
を
策
ね
た
年
畢
者
に
っ
い
て
の
桐
別
的
評
樽
を
費
表
し
た
い
意
目
を
も
つ
て
ゐ
る
。
ア
ド
ル
フ
・
バ
ス
チ
ア
ン
。
（
卜
き
ヽ
詢
臣
登
宮
】
務
ぷ
―
昼
旨
）
ダ
ヌ
サ
ア
ン
は
民
族
誌
學
の
父
で
あ
う
、
人
類
（
ゴ
≡〓
５
留
中≡
写
）
に
開
す
る
最
初
の
指
然
科
學
者
で
あ
る
と
言
は
れ
て
ゐ
る
、
ド
イ
ツ
の
民
族
學
者
で
あ
る
。
研
究
材
料
を
克
集
す
る
爺
め
に
は
色
′ヽ
こ
と
な
さ
調
査
旅
行
を
縫
績
し
た
學
者
で
あ
つ
た
が
、　
一
八
五
〇
年
よ
う
一
八
八
〇
年
に
至
る
三
十
年
間
に
は
、
ベ
ル
ー
、
メ
キ
シ
ヨ
、
北
ア
メ
民
族
摯
（〕
人
々
（
岡
田
太
郎
》
二
，て
一
民
族
摯
かつ
人
々
〔
膨
町
大
郎
）
二
十
三
ノ
カ
、
支
那
、
日
本
、
菱
古
、
シ
ベ
フ
ア
、
印
度
、
オ
ー
ス
ト
ラ
フ
ア
、
商
洋
諸
島
、
ア
ノ
ジ
カ
等
の
質
地
調
査
を
試
み
た
。
パ
ヌ
チ
ア
ン
の
種
々
な
奏
兄
は
そ
の
著
逃
と
な
つ
て
現
は
れ
た
が
、
自
ら
兄
聞
し
た
と
こ
ろ
を
詳
細
に
記
逃
し
た
最
初
の
報
告
書
た
る
∪
母
〓
母
邑
Ｐ
ま
れ
ｑ
Ω
命登
許
ゴ
唐
〓
一を
は
、　
一
八
六
〇
年
ラ
イ
メ
チ
ヒ
よ
う
出
版
さ
れ
、
次
い
で
∪
村
く
驚
【留
魯
切
α色
宣
Ｐ留
卜
りご
】
大
容
が
、
同
じ
く
ラ
イ
プ
チ
ヒ
よ
う
一
八
六
大
年
よ
う
七
一
年ヽ
に
重
つ
て
現
は
れ
、
∪
伊
Ｑ
や
岸
一
毎
一嵩
乙
母
許
口
”
】
ｇ
】
卜
臣
登
３
〓
一
容
は
、
べ
／
ノ
／
よ
う
十
八
七
八
年
よ
う
八
九
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
。　
一
八
八
六
年
、
バ
ス
チ
ア
ン
は
べ
／
ノ
ン
民
族
畢
博
物
錯
長
に
就
任
し
た
。
同
博
物
錨
は
現
在
、
バ
ス
チ
ア
ン
の
覧
集
品
を
陳
列
し
て
ゐ
る
。
三
ケ
年
後
、
彼
は
コ
ン
ヤ
及
び
東
洋
に
赴
き
、
旅
行
と
研
究
と
に
残
餘
の
生
涯
の
大
部
分
を
費
し
た
。
パ
ス
チ
ァ
▼
は
自
然
科
學
者
と
し
て
絶
へ
ず
調
査
旅
行
を
権
績
し
て
ゐ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
思
想
は
ド
イ
ツ
哲
學
の
符
統
を
多
分
に
受
け
て
ゐ
た
。
バ
ス
チ
ア
ン
の
民
族
學
贈
系
に
於
け
る
基
礎
的
紡
合
は
、
邸
・ゴ
戸
】言
尚
ｒ
言
】チ
Ｔ
磐
争
許
】
ｙ
〔
ｑ
Ｆ
ユ
Ｓ
さ
ヨ
〓
Φ
】Ｐめ
魯
曇
（
甲
ユ
】ｒ
昼
旨
）
申
に
軽
調
し
た
「
本
質
的
朝
念
」
（
里
３
】９
一
，
ヽ
増
針
許
ヨ
）
で
あ
り
、
∪
ヽ
く
０
中ｇ
だ
（，多
■
？
…
…
・
冨
〔
生
思
的
武
吾
星
雪
∞
岸
ユ
生
吾
津
と
色
る
留
貿
臣
】
宮
鳩
”
（
浮
二
中ご
拐
盟
）
に
於
て
主
張
し
た
「
民
族
親
念
」
０
「
い
一Ｔ
縄
ｏ
津
許
雪
）
で
あ
り
、
更
に
Ｎ
弓
Ｆ
チ
君
く
ヨ
島
母
培
浸
〓争
喜
ま
ざ
ラ
甲
（ユ
憲
ゴ
（
将
】手
ｆ
冨
蟹
）
に
現
は
れ
て
ゐ
る
「
地
理
的
厘
．域
」
の
諸
概
念
で
あ
つ
た
。
「
本
質
的
概
念
」
は
、
人
類
共
通
な
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
表
現
型
態
は
異
つ
て
を
め
、「
地
理
的
匝
域
」
に
結
び
つ
い
て
あ
る
「
民
族
概
念
」
を
経
過
―
夕ｆ
・表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
う
、
そ
こ
で
は
環
境
的
要
素
と
歴
史
遇
耕
と
が
―
―
外
部
か
ら
の
影
響
を
も
含
め
て
―
―
地
方
文
化
の
形
成
に
作
用
す
る
。
比
等
の
幼
稚
な
諸
柑
十念
中
に
現
代
民
族
學
械
念
の
距
芽
が
搭
ん
で
ゐ
る
こ
と
は
容
易
に
認
知
し
得
る
。「
木
質
的
机
合
」
の
問
題
は
人
類
の
本
源
的
性
質
に
開
す
る
も
の
で
あ
う
、「
民
族
概
念
」
は
現
在
文
化
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
ゐ
る
部
分
で
あ
る
。
更
に
「
地
理
的
匡
域
」
の
開
題
は
、
ア
メ
ノ
カ
民
族
學
者
の
間
に
論
じ
ら
れ
る
「
文
化
領
域
」
を
豫
示
し
て
ゐ
る
も
の
と
言
ム
乙
と
が
で
き
る
ｃ
ダ
ス
チ
ア
ン
は
不
幸
に
し
て
そ
の
見
解
を
安
例
に
よ
つ
て
明
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
彼
の
民
族
學
に
と
つ
て
基
礎
概
念
を
角
し
た
と
言
は
れ
る
「
本
質
的
視
合
」
で
す
ら
、
そ
の
賃
例
を
詳
細
に
亘
つ
て
列
一器
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
。
加
去
る
に
そ
の
文
膳
は
甚
だ
難
解
で
あ
り
、
幻
想
的
迫
具
的
族
式
も
徒
ら
に
讀
者
を
困
惑
せ
し
め
る
も
の
が
な
い
で
も
な
い
。
済
範
岡
に
亘
る
引
用
は
、
驚
く
可
さ
群
學
と
経
大
な
記
憶
力
と
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
註
が
註
を
生
み
、
挿
句
が
姉
句
を
必
要
と
し
、
結
局
は
バ
ス
チ
ア
ン
の
學
友
や
円
弟
さ
へ
も
途
に
ダ
ス
チ
ア
ン
の
著
遊
を
積
了
し
得
な
い
で
放
棄
す
る
と
い
去
奇
現
象
を
生
じ
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
。
彼
の
構
那
は
表
微
の
結
果
と
し
て
葬
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
混
飢
の
故
に
學
界
か
ら
失
な
は
れ
な
く
て
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
主
著
は
既
に
上
述
し
た
通
う
で
あ
る
が
、
そ
の
生
涯
に
開
し
て
は
ノ
オ
ン
虫
ア
ン
・
シ
ユ
タ
イ
ネ
ン
の
「
ア
ド
／
／
・
バ
ス
チ
ア
ン
紀
合
講
演
」
億
島
色
ュ
野
津
耳
軍
げ
質
】淀
Ｆ
く
■
Ｘ
Ｘ
沼
く
呂
（
Ｂ
昔
と
Ｎ嵐
―
も
）
が
詳
細
に
律
夫
て
を
う
、　
一
八
九
六
年
ま
で
の
全
著
作
目
録
と
し
て
は
Ｈ
多
↑ｏ
【
ｇ
ｒ一骨
胸
中密
ト
ユ
〕子
旨
ヽ
〕母
」ｇ
墳
導
中許
）
さ
▼
員
族
事
ハウ
人
々
介
岡
田
太
郎
）
二
七
三
氏
族
畢
ハウ
人
々
（
岡
田
太
郎
》
〓
七
四
“換
官
毬
Ｃ
の
附
録
が
あ
る
。
な
ほ
詐
俸
に
は
夫
あ
如
さ
ヽ
も
の
が
あ
る
。
電
ゼ
ヽ
ど
一
く
官
さ
せ
Ｓ
ゃ
―
心
キ
？
雰
ニ
ド
切
さ
】軍
】
Ｐ
，
ハざ
卓
的
あ
一Ｆ
，あ
Ｆ
ｏ
げ
こ
々
（臣
問
下
日
９
き
こ
と
庫
争
　
く
望
汗
９
ちに
ｏ
（す
ｉ
Ｓ
に
ハ
ど
一特
ψ庁
一
慎
こ
）
〕
円
０
酪
い
や
げ
ュ
ゼ
】
町
串
■
】
一ド
ユ
ユ
ｈ
的
あ
≡
岳
ｏ
巨
律
　
〓
ｏ
　
樹
二
て́
一・
圧
宮
】的
一
母
的
≡
戸
）一（）ヒ
８
Ｆ
ギ
ｏ
ｏ
さ
“ｃ
ど
に
ご
こ
（【
巳
・〕母
く
伊
二
わ
工
岸
一・）【
↑
恐
▼
【津
津
ヽ
留
ヽ
ｃ
一長
Ｆ
く
阜
貿
一
震
―
ざ
▼
円
一
ｇ
ゴ
ス
・
ば
´Ｆ
へ（
野
メ
ｏ
電
常ざ
と
増
Ｆ
ｉ
ａ
ｓ
汀
写
一一増
く
０
一汀
平
す
車
ギ
骨
】、
（
月
】）ｏ
汗
Б
Ю
ダ
モ
・
Ｏ
Ю
ｌ
ｏ
じ
，
ド
ミ
ト
リ
イ
・
ア
叉
ウ
キ
ン
（
冒
臣
干
】
軍
蚕
】卓
命
々
ご
】
≡
・宮
多
Ｆ
岸
蟹
∞
―
昼
樹
）
ア
ヌ
ク
キ
ン
は
一
シ
ア
の
人
類
摩
者
で
あ
り
、
飛
ね
て
考
古
寧
考
で
あ
る
。　
一
八
六
七
年
モ
ス
コ
ラ
大
學
を
卒
業
し
た
。
最
初
は
動
物
學
を
専
攻
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
早
く
人
類
學
↓
先
史
考
古
學
、
地
理
學
等
に
そ
の
興
味
を
奮
は
れ
る
に
至
つ
た
。
英
範
伽
伊
の
各
大
學
に
於
て
数
ケ
年
研
究
し
た
後
、　
一
八
八
〇
年
、
モ
ス
７
ジ
大
學
北
人
類
學
講
座
が
開
設
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
そ
の
教
授
に
任
命
さ
れ
掟
。
彼
は
人
類
學
の
他
に
も
民
族
學
及
び
地
理
學
を
同
大
寧
に
於
て
話
じ
、
更
■
モ
ス
ヨ
シ
考
古
學
研
究
所
に
於
て
考
古
學
を
話
じ
た
。
ァ
ヌ
シ
キ
ン
の
長
年
に
亘
る
努
力
の
結
果
、
人
類
學
及
び
開
係
諸
科
學
の
部
門
に
於
て
、
少
な
か
ら
損
専
門
家
が
奏
成
さ
れ
、
教
授
、
著
逃
家
、
賓
地
調
査
家
等
の
有
力
な
人
々
を
そ
の
門
下
よ
う
輩
出
せ
し
め
た
。
ア
ヌ
ツ
キ
ン
の
多
く
の
著
逃
は
紹
て
ロ
シ
ヤ
の
歴
史
、
考
古
學
、
古
代
民
族
學
（
コ
一や
のｏ
（
やｇ
ｃ
一つ
望
）
に
多
大
な
貢
献
を
お
！
し
た
も
，
一４一，十一≡≡
≡！ｉ≡一一十一
一張
■
十
■
■
の
で
あ
る
。
彼
は
約
牛
世
紀
間
に
亘
つ
て
、
帝
室
モ
ス
ヨ
シ
自
然
科
學
人
類
學
民
族
誌
畢
協
含
の
含
長
を
務
め
、
そ
の
人
類
掌
部
と
地
理
學
部
と
の
主
任
と
な
つ
て
る
た
。
ァ
ヌ
ツ
キ
ン
は
唯
に
寧
者
た
る
に
止
ま
ら
ず
、
政
治
方
面
に
も
少
な
か
ら
ぬ
興
味
を
有
し
て
を
う
、
自
由
主
義
的
日
刊
新
聞
〃
ス
キ
ア
・
シ
ト
モ
ス
フ
に
関
係
し
て
、
そ
の
機
行
人
、
輸
競
者
、
寺
稿
家
に
伍
し
て
活
一躍
し
た
。
彼
の
主
著
と
し
て
は
次
の
如
ど
も
の
が
数
へ
ら
れ
て
ゐ
る
「
弓
と
矢
」
こ
主
【
【
津
‘ユ
タ
烏
ｏ
のｏ２
ご
岩
雲
▼
配
側
二
／
マ
ー
ク
の
シ
ベ
ブ
ア
関
係
史
論
」
（
【
済
ｇ
庄
息
言
ざ
ユ
・】」【挙
Ｄ
酸
げ
電
停
３
く
畳
ｇ
軍
じ
貿
翁・∽命ｏ
〓
樹
思
）
本
書
の
獨
詳
は
か
―
・
ミ
ヨ
ウ
↑
■
〓
王
】ｏ
こ
の
手
で
行
は
れ
、
卜
】ユ
〕ヽ
８
ｃ
】梶
ご
▼
Ｑ
命
登
吾
Ｆ
狩
ま
一
ま
Ｆ
呂
き
・
杵】冒
堆
ざ
さ
≡
登
官
貿
せ
ヽ
岸
ｌ
ｐ
ｒ
に
牧
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
「
埋
葬
風
　
に
於
け
る
鎚
ｏ
舟
・
馬
」
ａ
営
一
ゴ
中キ￥
“
５
ユ
モ
ま
ｐ
（害
挙
基
ユ
宅
津
ｇ
卓留
意
さ
廷
ま
登
宇
〓
晏
〕２
】ヽ
居
晋
し
の
著
が
あ
る
。
こ
の
英
詳
は
一
八
九
二
年
に
ワ
ー
ド
ｒ
ガ
（
沖
０
〓
岳
争
ｔ
）
に
依
て
抄
詳
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
よ
う
出
版
さ
れ
た
。
ヨ
ハ
ン
・
バ
コ
ー
フ
エ
ン
（コ
中〕喜
臣
』
許
予
口
】ヽｏ】ユ
・Ｐ
器
Ｓ
Ｉ
鷺
）
ポ
ョ
ー
ノ
エ
ン
は
ス
キ
ス
の
人
類
學
者
で
あ
う
文
化
鬼
家
で
あ
る
。
彼
の
父
親
は
商
人
た
る
こ
と
を
希
望
し
た
の
で
ぁ
っ
た
が
、
彼
は
古
典
と
言
語
學
の
研
究
に
志
し
た
。
ダ
セ
／
、
べ
／
ノ
ン
、
オ
ツ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
ヽ
ケ
ム
ブ
ノ
ノ
ア
、
パ
ジ
等
で
法
律
と
法
制
史
を
學
え
だ
が
、
特
に
べ
／
リ
ン
に
於
て
サ
デ
イ
エ
イ
（
留
く
中讐
こ
の
ウ
影
響
を
受
け
民
族
事
（つ
入
々
介
岡
田
太
郎
）
二
七
五
民
族
學
（り
人
々
（
岡
田
大
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
七
六
た
。
パ
セ
／
に
掃
る
に
及
ん
で
、
そ
の
大
學
の
羅
馬
法
教
授
に
任
命
さ
れ
た
が
、　
一
八
八
四
年
之
れ
を
僻
し
、
美
術
史
の
研
究
に
没
頭
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
旅
行
中
に
伊
太
利
の
多
く
の
美
術
銃
を
訪
れ
た
際
、
美
術
に
封
す
る
興
味
を
強
く
剤
裁
さ
れ
た
結
果
で
あ
つ
た
。
そ
の
後
問
も
な
く
彼
は
パ
セ
／
の
刑
事
裁
判
所
の
判
事
と
な
う
、　
一
八
七
七
年
ま
で
此
の
職
に
止
ま
つ
て
ゐ
た
。
然
し
バ
ヨ
ー
ノ
エ
ン
の
興
味
の
中
心
は
古
代
羅
馬
法
と
古
代
ギ
ノ
ン
ヤ
史
と
の
研
究
に
あ
つ
た
。
彼
の
主
要
な
著
逃
は
い
づ
れ
も
此
の
部
門
に
局
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
＞
宮
”
婚
言
摯
ポ
Ｊ
っ
▼
母
浄
働
＆
ユ
色
】
８
ｏ
中
と
，
命
ｏ
】
チ
８
Ｐ
，
Ｈ
∞
」
∞
）
】
身
一引
Ｏ
ヽ
Ｄ
〓
〇
ざ
一　
一
命
ず
ｏ
，
　
（一
【
Ｏ
　
（
半
，
中
ご
Ｏ
【
ｏ
ｋ
【
Ｆ
げ
〇
】
μ
汗
一　
付】
ｏ
【
　
にオ
】
付
の
ｏ
　
（
】〕
一Ｄ
Ｏ
中
　
岸
∞
い
〇
）
　
〕
】
）
＞
Ｄ
　
】
】
汗ヽ
↓
，
命
ゴ
〇
　
´
、
Ｃ
一
庁
一　
　
ｏ
】〓
一
　
つ
ｏ
】
こ
●
田
史
】
●
ｏ
ホＳ
一）∞
ｈ
再
〇
、
〔
伊
　
回
，ユ
宅
討
汗
【宮
】】に
免
命
∽
　
卜
≡
ｏ
ユ
●
ヨ
Ｄ
　
（
円
】
生
一）ｏ
「
い
　
Ｈ
∞
〇
ゆ
）
】
∪
Ｆ
砂
“・氏
ｏ
　
く
２
，
弓
望
喜
ｐ
一】一ｒ
　
つ
す
ｏ
Ｃ
や
（
の
ヽ
の
毎
魯
雷
氏
患
一巨
免
雪
ｃ
ヽ
浄ｏ
，
古
，
Ｆ
【Ｆ
雰
す
刃
ｏ
日
ヨ
■
Ｆ
登
母
電
ユ
ヨ
提
岸
鷺
母
等
を
畢
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
然
し
彼
の
名
撃
の
主
要
な
原
因
と
な
つ
た
の
は
著
名
な
、
ｐ
あ
〓
年
唐
，
，
ｏ
３
オ
３
括
Ｇ
【番
鳴
じ
患
言
長
宮
ｏ
げ
Ｒ
費
ｏ
ｏ
ｋ
軍
【軍
Ｔ
ン
浄
ユ
Ｑ
生
軍
】
イ
が
Ｆ
Ｓ
多
伊
，
母
こ
】鮮
一針
ｇ
。
二
月
畳
こ
王
一ヨ
ｚ
善
コ
，
ａ
軍
命埠
二
Ｈ
灘
じ
で
ぁ
う
之
れ
ｔ
次
い
で
二
を
に
亘
る
研
究
、
卜
再
一
中ゼ
名
中＆
〓
田
，
一命
Ｆ
々
岳
主
】
ュ
巨
】
畳
弓
済
ｏ
言
か
じ
肝
魯
〓
停
ｏ
訂
ｏ
オ母
く
ｏ
Ｔ
ぎ
受
Ｆ
ｏ
ご
ヨヽ
フ増
甚
Φ
（
留
，
≧
）ヨ
続
温
署
―
器
）
が
現
は
れ
た
。
バ
コ
ー
ノ
エ
ン
は
そ
の
研
究
に
際
し
て
極
め
て
初
期
の
族
母
制
（Ｓ
Ｐュ
伊弓ｃＦ
一３
特
に
家
名
と
財
産
と
の
母
系
任
承
に
開
す
る
、
多
数
の
刑
話
と
報
持
を
獲
見
し
た
。
そ
の
起
源
を
諭
明
し
よ
う
と
し
て
、
彼
は
驚
く
べ
き
愁
耐
を
も
つ
て
、
古
代
人
の
記
録
中
に
在
る
あ
ら
０
る
踊
係
資
料
を
発
尖
比
較
し
た
。
多
く
ら
古
代
賢
及
に
旅
母
制
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
早
く
ヘ
ロ
ド
タ
ス
に
よ
つ
て
注
意
さ
れ
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
加
ム
る
に
旅
行
者
及
び
宣
教
師
の
報
告
は
ア
メ
ノ
カ
・
イ
ン
デ
ア
ン
の
間
に
、
之
れ
に
類
似
せ
る
戒
含
組
織
の
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
徒
本
こ
れ
は
異
常
戒
含
型
態
で
あ
う
崎
形
文
化
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
に
す
ぎ
な
か
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
パ
ヨ
ー
ノ
エ
ン
は
一
定
の
獲
展
段
階
に
達
し
た
あ
ら
め
る
原
始
民
族
間
に
普
遍
的
に
現
は
れ
る
事
象
で
あ
る
と
考
へ
た
。
人
類
は
嘗
て
無
統
制
次
飢
婚
状
態
に
あ
う
、
こ
の
種
の
泄
含
で
は
父
を
定
あ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
角
め
に
、
母
に
よ
つ
て
系
統
が
た
ど
ら
れ
、
母
と
し
て
油
含
の
重
要
な
位
置
を
占
め
し
む
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
と
云
ム
の
が
、
彼
の
結
論
で
あ
つ
た
。
最
近
の
人
類
學
的
研
究
は
明
ら
か
に
バ
ヨ
ー
ノ
エ
ン
の
學
識
の
部
分
的
訣
謬
を
指
摘
し
た
。
然
し
彼
の
論
題
の
正
曽
性
は
別
と
し
て
、
種
々
な
婚
姻
と
家
族
の
型
態
に
一
の
歴
史
的
逃
鎖
の
存
在
す
る
事
賃
を
指
瑞
し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
現
在
の
母
界
を
し
て
原
始
民
族
間
の
家
族
憤
密
に
対
す
る
興
味
と
研
究
と
を
刺
戦
し
た
が
，
―
フ
エ
ン
の
功
績
は
何
人
か
ら
も
高
く
詐
便
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
バ
ヨ
ー
ノ
エ
ン
に
開
す
る
参
考
書
と
し
て
は
、
バ
ョ
ー
フ
エ
ン
の
選
集
と
も
云
去
可
）と
、
呂
い・乳
】亀
砲
掌
将
ｏ
つ
い
母
　
の
縞
纂
し
た
∪
母
ツ
「
】
一ゴ
め
〓
〓
　
〇
卜
ご
羊
宮
乙
ｏ
ュ
浄
二
つ
ま
【計
〓
喜
ぷ
）
が
あ
る
。
こ
の
書
物
は
卜
】砕
島
口
宮
ユ
母
の
序
文
が
あ
少
、
華
籍
日
録
が
附
加
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
他
、
野
中伊
軍
召
（一済
の
編
纂
し
た
的
３
営
Ｆ
汐
Ｆ
ぎ
田
コ
身
津
Ｆ
電
一中庁
将
ド
生
岳
宮
＆
ｃ
，
こ
こ
ｇ
（
Ｆ
ユ
）Ｄ
一ｏ
】
紹
ど
が
あ
め
、
ｐ
＞
〓
ｒ
ｔ■
卓
虫
中
Ｆ
掌
（浄
ｆ
８
臣
ｏ
・
三
る
鼻
ご
Ｄ
量
三
ざ
】‘
（
え
ｏ
こ
ｃ
浄
モ
一矛
室
居
民
族
畢
の
人
々
ん
岡
門
太
郎
》
二
Ｌ砲
一車
民
族
晏
（り
人
々
〔
岡
ｍ
太
郎
）
一
一
七
八
α
秘
】
●
】一■
ｃ
】
゛
く
ｏ
デ
沼
ｃ
一一Ｆ
岸
Ｃ
Ю
Ｐ
ゃ
Ю
」
―
卜
出
）
〕
電
・
じ
ｃ
ｏ
Ｊ
う
一
ミ
じ
ｏ
】
内
ｐ
日
モ
〔
毎
浮
　
的
色
軍
】臣
　
虫
卜身
（テ
　
ロ
患
ゴ
一狩
】ヽ
（
円
】・①
車
秘
ざ
〕】命
ン
，ゴ
Ｌ
こ
の
０
げ
命
】
】
く
巳
・
Ｏ
Ｑ
岸
Й
ギ
　
一
の
回
ｏ
】
命
命
―
『
け
）
〕
Ｅ
・ヨ振
命
停
可
Ｌ
こ
‘汀
】
へＧ
色
〓
Ｊ
Ｆ
　
的
・一汗
〔予
悦
ｏ
一５
柿
，
Ｓ
再
斜
（ゴ
∽
宮
ユ
意
岳
忠
一二
、、
（
Ｚ
命
・
・
日
●
登
ユ
げ
母
峻
】
】
卜一げ
ヽ
す
宮
〇
一】母
】
岸
Ｏ
Ю
Ｆ
岸
―
岸
∞
し
｝
ス
・
日
・
電
車
符
Ｆ
　
，・爺
る
】さ
狩
平
刃
命
じ
コ
■
翌
″
呂
ｏ
、、
Ｒ
岳
督
ュ
旨
狩
ｏ
，
免
ざ
鳩
コ
つ
三
さ
酔
善
辞じ
乱
動
轡
言
Ｆ
ざ
要
■
Ｆ
ス
沼
沼
Ｆ
Б
樹
】
貿
？
卜
母
等
を
も
参
考
す
べ
き
で
あ
る
。
ユ
ー
バ
ー
ト
・
バ
ン
ク
弱
フ
ト
（
日
３
①
二
呂
（）え
的
掌
ｏ
耳
率
】
緊
超
―
ろ
冴
）
パ
ン
ク
ロ
フ
ト
を
民
族
學
の
人
々
の
う
ち
に
数
へ
る
こ
と
に
は
少
な
か
ら
ぬ
異
諭
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
、
曽
て
は
民
族
學
者
に
必
要
不
可
欲
な
材
料
を
提
供
し
、
巌
密
な
批
制
を
終
沈
今
日
と
難
も
、
必
ず
し
も
会
て
が
履
薬
さ
れ
た
も
の
で
な
い
以
上
、
彼
の
本
領
が
歴
史
家
で
あ
う
編
纂
者
で
あ
る
に
し
て
も
死
に
角
、民
一族
卑
の
人
々
と
し
て
一
應
記
憶
し
て
を
い
て
差
支
へ
な
い
。
彼
は
一
八
九
二
年
に
カ
ソ
フ
オ
／
ニ
ア
に
移
任
し
た
荒
一部
の
一
ア
メ
ノ
カ
人
で
あ
つ
た
。
数
年
後
に
は
錬
山
師
商
人
と
し
て
生
計
を
立
て
る
に
至
つ
た
が
、
一
八
五
八
年
ナ
ン
号
／
ラ
ン
シ
ス
ヨ
に
書
店
を
終
管
し
余
ね
て
出
版
業
に
関
係
す
る
に
至
つ
た
。
こ
の
新
職
業
に
関
連
し
て
西
部
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に
興
味
を
抱
く
に
至
う
、
大
卒
洋
滑
岸
に
開
す
る
書
籍
を
覧
集
し
始
め
た
。
譜
籍
．地
固
、
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
、
新
聞
等
よ
う
原
古
文
書
、
亮
本
、
奮
彩
住
者
の
日
逃
筆
記
等
に
汲
パ
こ
の
寛
条
は
、
途
に
七
六
、
○
Ｏ
①
容
の
大
部
に
進
し
、
現
在
宰
を
差
義
ヽ
で
は
カ
ジ
フ
オ
ン
ニ
ア
大
掌
の
所
滅
に
婦
し
て
ゐ
る
。
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
は
自
ら
組
織
著
飛
編
纂
者
と
な
つ
て
、
大
卒
洋
岸
諸
州
の
土
着
民
族
、
メ
キ
ン
コ
、
中
央
ア
メ
ジ
カ
、
北
西
湾
岸
地
方
、
カ
ノ
フ
オ
／
ニ
ア
、
オ
レ
ゴ
ン
、
そ
の
他
諸
州
の
歴
史
に
聞
す
る
三
十
九
一を
に
及
パ
著
逃
に
着
手
し
、　
一
八
七
五
年
よ
う
一
八
九
〇
年
に
至
る
時
目
を
費
し
て
、
日
〓
ｏ電
気
こ
あ
円
ｐ＆
Ｔ
酔
伊一お
を
自
分
の
名
前
で
刊
行
し
た
。
然
し
極
め
て
少
部
分
を
除
い
た
他
は
全
く
バ
ン
ク
ロ
ノ
ト
が
術
つ
て
ゐ
た
八
人
の
事
門
家
に
よ
つ
て
著
逃
さ
れ
た
も
の
で
あ
う
、
そ
の
存
在
を
世
間
的
に
知
ら
し
め
る
必
要
上
バ
ン
ク
ロ
ノ
ト
の
名
を
冠
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
原
住
民
の
生
活
に
開
す
る
部
分
は
、
民
族
學
的
考
古
學
的
研
究
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
の
で
、
ス
ペ
イ
ン
系
の
資
料
を
無
批
判
に
反
種
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
云
去
難
で
、
モ
／
ガ
ン
及
び
バ
ン
デ
リ
エ
の
猛
烈
な
批
難
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
。
然
し
イ
ン
デ
ア
ン
の
生
活
を
研
究
す
る
上
に
常
に
必
ず
し
も
信
頼
し
得
る
も
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
極
め
て
使
利
な
著
述
で
あ
る
こ
と
は
争
へ
な
ふ
。
之
れ
に
比
べ
れ
ば
奮
移
住
者
の
歴
史
に
開
す
る
部
分
は
、
比
制
的
歴
史
と
云
Ａ
よ
う
も
筆
ろ
利
盆
追
求
の
条
め
の
出
版
行
角
で
あ
る
と
言
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
具
便
の
存
す
る
部
分
は
、
大
不
洋
岸
地
方
へ
の
初
期
移
件
に
開
す
る
資
料
を
含
ん
で
ゐ
る
部
分
に
す
ぎ
な
い
。
要
す
る
に
彼
の
事
業
は
後
人
に
研
究
上
の
基
礎
と
夫
等
の
題
日
に
当
す
る
興
味
と
を
典
へ
た
鶏
に
於
て
記
憶
さ
れ
る
に
足
る
便
値
が
あ
る
。
そ
の
生
涯
の
詳
細
就
い
て
は
、　
彼
の
的
肺
け
、　
軍
↑めヽ
”卓
出
ユ
雰
ユ
８
ａ
宮
円
収”【ユ
働ｏｃ
あ
春
）
が
あ
う
、
パ
ン
タ
ロ
フ
ト
編
集
書
の
著
者
問
題
に
就
し
て
は
〓
・
子
ツ
【ｏ】・】Ｆ
民
族
掌
（り
人
々
（
岡
田
大
郎
》
ニ
エし
坑
一
民
族
摯
ハウ
人
々
（
岡
田
大
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一言
（
Ｏ
Ａ
弓
中Ｐ●
〇
一生
じ
ｐ
妥
「　
＞
Ｅ
、ゴ
（〓
乙
）一句
　
ｏ
　ヽ
キ
一あ
　
”
宮
ふ
Ｔ
ｒ
　
日
（
三
ざ
　
ｏ
Ｆ
な
い
　
円
単
）】≡
≡
・声
こ
■
、
（
〇
七
ｑ
首
　
田
一４
（）ひ
ざ
み
の
生
≡
ぎ
つ
】・ュ
つヽ
ゴ
く
■
滓
Ｆ
Ｂ
８
】
Ю
報
―
嵐
じ
が
あ
る
。
ト
オ
マ
ス
ｏ
ア
ケ
リ
ス
（
、コ
】母
〕
遂
卜
Ｇ
子
雰
】
材
基
Ｉ
Б
Ｂ
）
ド
イ
ツ
の
荘
含
學
著
民
族
學
者
で
あ
る
ア
ケ
ジ
ス
は
、
グ
ツ
チ
ン
グ
ン
で
哲
學
と
言
語
學
ン
研
究
し
、　
一
八
七
四
年
以
後
、
グ
レ
ー
メ
ン
の
ギ
ム
ナ
デ
シ
ム
で
教
鞭
を
と
つ
た
。　
一
八
九
八
年
以
後
は
　
卜
■
≡Ｔ
～重
・
刃
ュ
螢
》】多
‥．
４
こ
色
ュ
．一　
の
編
報
を
捨
曽
し
た
。
ア
ケ
ノ
ス
の
民
族
學
研
究
は
一
種
の
者
寧
的
心
那
早
的
色
彩
を
有
し
て
ゐ
た
爺
め
に
、
営
時
ド
イ
ツ
に
流
行
し
て
ゐ
た
物
質
的
生
Ｗ
學
的
方
面
に
重
鞘
を
置
く
研
究
に
封
し
て
当
立
的
立
場
を
採
る
に
至
う
、
そ
の
結
果
べ
／
ノ
ン
寧
派
の
攻
撃
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
。
小
論
文
た
る
　
】沖ュ
チ
胃
津
”ゴ
長
年
一
カ
ｇ
チ
鳩
働
多
ユ
き
（
智
Ｎ
〓
ｔ
円
ｏ
キ
本色
ユ
Ｆ
Ｅ
９
　
岸
Ｆ
Ｆ
の
一嘱
ｏ
Б
Ｐ
）
を
除
い
て
、
泄
令
科
畢
方
面
に
於
け
る
彼
の
主
要
著
逃
を
求
め
れ
ば
、
“
Ｎ
α
温
ざ
↑
Ｆ
摯
ヨ
ュ
ヨ
い
の
Ｆ
〕汀
Ｆ
Ｆ
ユ
）じ
Ｆ
岸
磐
せ
を
碁
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
営
時
流
行
し
て
ゐ
た
ヘ
ー
グ
リ
ァ
ニ
ダ
ム
に
幾
分
封
立
す
る
鞘
に
い
て
典
一味
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
論
文
は
管
時
の
状
勢
よ
う
し
て
そ
れ
相
営
の
評
音
を
受
け
ず
徒
つ
て
長
復
和
昔
の
影
響
を
も
興
ヘ
な
か
つ
た
。
ア
ケ
ノ
ス
の
荘
含
畢
読
は
民
族
學
に
つ
い
て
も
ま
た
同
様
な
圭
張
が
行
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
が
、
彼
に
ょ
れ
ば
戒
含
畢
は
人
類
の
結
合
型
態
の
研
究
で
あ
り
、
そ
の
出
立
鞘
は
人
類
を
生
物
卑
的
祖
鞘
よ
う
・考
祭
す
る
こ
と
で
一ぁ
ぅ
、
進
ん
で
諸
結
合
型
器
の
心
理
的
識
明
を
興
へ
る
も
の
で
あ
る
。
就
中
・、
種
々
な
趾
含
椎
戊
の
構
造
を
そ
の
基
礎
概
概
に
於
て
樹
立
し
、
出
衣
れ
ば
そ
の
内
在
開
係
法
則
を
変
見
し
、
少
く
と
も
定
期
的
に
循
襲
す
る
律
動
を
較
見
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
徒
つ
て
彼
の
研
究
が
極
め
て
婦
納
的
に
行
は
れ
た
こ
と
は
容
易
に
古
肯
Ｌ
律
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
て
も
決
し
て
極
端
に
走
つ
た
も
の
で
は
な
く
、
事
安
彼
古
「
Ｈ
的
論
的
必
要
」
を
認
め
て
る
る
の
で
あ
る
。
泄
含
生
活
に
於
て
動
機
と
目
的
と
が
機
械
的
因
果
律
の
原
則
に
よ
つ
て
は
読
明
し
得
な
い
残
基
を
構
成
し
て
ゐ
る
と
は
彼
の
信
念
で
あ
る
が
、　
一
面
此
庭
に
概
念
論
者
と
し
て
の
危
機
が
な
在
す
る
こ
と
を
兄
逃
し
律
な
い
。
そ
の
他
の
彼
の
著
遊
と
し
て
は
以
下
の
も
の
を
数
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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